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39
年
に
わ
た
り
、
国
宝
文
化
財
な
ど
の
屋

根
の
葺
き
か
え
に
携
わ
り
、
県
内
は
も
と
よ

り
、
全
国
に
お
い
て
卓
越
し
た
技
術
を
活
か

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
檜
皮
葺
き
は
、
１
日
で
や
っ
と
畳
１
枚

程
度
が
葺
き
替
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
非
常
に

根
気
の
い
る
仕
事
。
大
変
な
面
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
先
代
と
私
が
葺
き
か
え
た
屋
根
を

今
度
は
私
と
息
子
で
葺
き
か
え
る
と
き
に
は

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
職
人
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
指
導
者
と
し

て
も
全
国
で
後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。」
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11
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
、

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
み
な
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
監
査
委
員
と
し
て
自
治
行
政
の
推

進
に
寄
与

金
沢
　
作
　
　
（
加
納
町
）

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
寄
与

冨
永
　
喜
久
男
（
新
庄
寺
町
）

森
　
　
桂
　
　
（
南
田
附
町
）

◆
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

河
}

顕
誠
　
（
朝
日
町
）

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
寄
与

中
川
　
彰
　
　
（
曽
根
町
）

福
永
　
吉
平
　
（
新
庄
寺
町
）

法
山
　
典
子
　
（
小
堀
町
）

◆
自
治
会
長
と
し
て
自
治
行
政
の
推

進
に
寄
与

岩
越
　
繁
　
　
（
三
ツ
矢
元
町
）

飯
田
　
順
彦
　
（
元
浜
町
）

藤
田
　
隆
雄
　
（
朝
日
町
）

草
野
　
一
省
　
（
北
ノ
郷
町
）

@
宮
　
賢
一
　
（
法
楽
寺
町
）

大
野
　
佐
兵
衞
（
須
賀
谷
町
）

◆
消
防
団
員
と
し
て
自
治
消
防
の
責

務
に
精
励

桐
山
　
保
　
　
（
新
庄
馬
場
町
）

福
永
　
謙
一
　
（
八
幡
中
山
町
）

樋
口
　
安
彦
　
（
宮
前
町
）

中
川
　
守
　
　
（
八
条
町
）

茂
森
　
一
浩
　
（
加
田
今
町
）

菅
原
　
真
一
　
（
東
上
坂
町
）

宮
部
　
保
宏
　
（
西
上
坂
町
）

中
川
　
正
昭
　
（
加
田
町
）

速
水
　
良
一
　
（
宮
司
町
）

北
川
　
公
一
　
（
常
喜
町
）

◆
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と
市
民
の

健
康
増
進
に
寄
与

岡
崎
　
聡
　
　
（
東
上
坂
町
）

澤
田
　
泉
　
　
（
祇
園
町
）

押
谷
　
浩
　
　
（
内
保
町
）

澤
田
　
賢
三
　
（
大
宮
町
）

澤
田
　
和
子
　
（
大
宮
町
）

西
川
　
雅
士
　
（
朝
日
町
）

川
瀬
　
英
嗣
　
（
富
田
町
）

◆
健
康
推
進
員
と
し
て
市
民
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

山
田
　
庸
子
　
（
一
の
宮
町
）

伊
吹
　
か
よ
子
（
地
福
寺
町
）

中
村
　
春
子
　
（
祇
園
町
）

岩
嶋
　
良
子
　
（
列
見
町
）

西
村
　
喜
美
子
（
分
木
町
）

田
中
　
み
つ
子
（
常
喜
町
）

藤
澤
　
勝
子
　
（
弓
削
町
）

◆
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
地

域
の
観
光
振
興
に
寄
与

蒲
生
　
芳
子
　
（
神
照
町
）

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

岩
}

長
藏
　
（
石
田
町
）

中
川
　
友
一
　
（
曽
根
町
）

奥
田
　
武
雄
　
（
郷
野
町
）

村
田
　
猛
　
　
（
相
撲
町
）

溝
口
　
弘
　
　
（
元
浜
町
）

@
橋
　
實
　
　
（
国
友
町
）

◆
生
涯
学
習
の
推
進
に
寄
与

吉
居
　
譲
　
　
（
新
栄
町
）

中
嶋
　
弘
夫
　
（
東
上
坂
町
）

土
田
　
喜
嗣
　
（
国
友
町
）

北
川
　
佳
子
　
（
四
ツ
塚
町
）

◆
市
展
委
員
と
し
て
市
民
文
化
の
発

展
に
寄
与

大
橋
　
忠
司
　
（
米
原
市
大
鹿
）

一
居
　
孝
明
　
（
石
田
町
）

◆
学
校
保
健
の
推
進
に
寄
与

北
嶋
　
正
智
　
（
神
照
町
）

畑
下
　
嘉
之
　
（
寺
田
町
）

橋
場
　
信
之
　
（
朝
日
町
）

林
　
浩
志
　
　
（
高
畑
町
）

◆
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与

寺
脇
　
誠
一
　
（
今
川
町
）

有
木
　
重
夫
　
（
小
野
寺
町
）

西
橋
　
絹
子
　
（
内
保
町
）

一
居
　
栄
子
　
（
石
田
町
）

◆
教
育
施
設
の
整
備
・
保
全
に
寄
与

滋
賀
県
建
築
組
合
長
浜
支
部
長
浜

建
築
組
合
（
高
田
町
）

感
　
謝
　
状

◆
羽
柴
秀
吉
書
状
を
寄
付

長
浜
城
歴
史
博
物
館
友
の
会
（
公

園
町
）

◆
鉄
道
ス
ク
エ
ア
に
鉄
道
関
係
図
書

等
を
寄
贈

佐
々
木
　
久
（
さ
い
た
ま
市
北
区

日
進
町
）

◆
北
近
江
一
豊
・
千
代
博
覧
会
の
運

営
費
か
ら
多
額
の
金
員
を
寄
付

一
豊
公
・
千
代
様
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
高
田
町
）

檜
皮

ひ

わ

だ

・
柿
葺

こ
け
ら
ぶ
き

職
人

岩
}}

長
藏
さ
ん
（
石
田
町
）

浜
佛
壇
工
芸
を
営
ま
れ
、
寺
院
な
ど
の
浜

佛
壇
の
製
造
修
理
に
52
年
に
わ
た
り
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
塗
師
と
し
て
特
筆

す
べ
き
技
術
を
お
持
ち
で
、
ご
自
分
が
納
得

さ
れ
る
ま
で
吟
味
さ
れ
る
職
人
魂
の
持
ち
主

で
す
。

「
こ
の
仕
事
は
、
手
間
隙
が
か
か
っ
て
非

常
に
地
味
な
も
の
で
す
。
た
だ
製
造
修
理
し

た
仏
壇
を
納
め
た
と
き
に
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
と
き
に
は
、
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て
造
っ

た
苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。
私
で
２
代
目
、
３

代
目
を
息
子
に
任
せ
る
た
め
自
分
の
技
術
を

伝
承
し
て
い
き
ま
す
。」

仏
壇
塗
師

中
川
　
友
一
さ
ん
（
曽
根
町
）

浜
縮
緬
・
浜
紬
の
製
造
に
41
年
に
わ
た
り

携
わ
り
、
昭
和
60
年
に
は
、
網
織
紬
で
、
滋

賀
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
高
い
技
術
力
を
お
持
ち
で
す
。

「
お
客
様
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ

と
で
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
事
へ

の
挑
戦
が
仕
事
を
教
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な

毎
日
で
し
た
。
こ
の
仕
事
が
好
き
で
、
一
意

専
心
で
取
り
組
ん
で
き
た
お
か
げ
で
今
日
の

自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
夫

婦
二
人
三
脚
で
、
こ
だ
わ
り
を
持
ち
な
が
ら

納
得
で
き
き
る
も
の
を
造
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

浜
縮
緬

ち
り
め
ん

・
紬

つ
む
ぎ

織
職
人

奥
田
　
武
雄
さ
ん
（
郷
野
町
）

@
橋
金
属
㈱
で
42
年
に
わ
た
り
金
型
・
金

属
プ
レ
ス
・
平
面
研
削
盤
の
仕
事
に
携
わ

り
、
現
在
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
新

し
い
技
術
開
発
に
取
り
組
む
傍
ら
後
継
者
の

育
成
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

「
私
が
会
社
に
入
っ
た
こ
ろ
の
物
づ
く
り

は
、
全
て
が
手
作
業
で
、
金
型
を
つ
く
る
技

術
・
文
献
も
無
く
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し

た
。
今
は
、
機
械
が
導
入
さ
れ
便
利
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
後
の
微
調
整
等
は
や
は
り
人

の
手
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
後
輩
に
も
機
械
に

頼
り
す
ぎ
ず
身
体
で
体
験
す
る
技
術
を
継
承

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

金
型
製
作
工

村
田
　
　
猛
さ
ん
（
相
撲
町
）

老
舗
料
理
屋
よ
ろ
づ
や
の
２
代
目
と
し
て

44
年
に
わ
た
り
活
躍
。
京
料
理
を
中
心
に
、

鴨
な
ど
地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
料
理
に

腕
を
振
る
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
う
ち
は
、
気
取
ら
ず
食
べ
ら
れ
、
リ
ー

ズ
ブ
ナ
ル
に
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
日
ま
で
や

っ
て
き
ま
し
た
。
究
極
の
楽
し
み
は
、
お
客

様
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
気
持
ち
を
込

め
て
つ
く
っ
た
料
理
を
お
い
し
い
と
言
っ
て

食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
し
て
再
度
来
店

し
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
い

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
朴
で
味
わ
い
深

い
料
理
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。」

日
本
料
理
人

溝
口
　
　
弘
さ
ん
（
元
浜
町
）

家
業
の
金
属
部
品
製
造
の
技
術
を
活
か
し

て
、
市
内
の
浜
縮
緬
工
場
に
お
け
る
大
部
分

の
は
た
織
機
の
修
理
、
加
工
に
54
年
に
わ
た

り
携
わ
り
、
縮
緬
業
界
を
陰
で
支
え
ら
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
は
た
織
機
は
、
細
い
自
然
糸
を
扱
う
た

め
非
常
に
微
妙
な
調
整
が
必
要
な
機
械
で

す
。
今
で
も
初
め
て
体
験
す
る
故
障
も
あ
り
、

い
ち
か
ら
考
え
て
修
理
す
る
の
が
大
変
で
す

が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ど
の
よ
う
な
要
望
に
も
お
応
え
で
き

る
縮
緬
業
界
を
陰
で
支
え
る
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」

浜
縮
緬
は
た
織
機
修
理
加
工
職
人

@@
橋
　
　
實
さ
ん
（
国
友
町
）


